





















































The function of the education 
― A case study on the night school―
Hiroyuki Naito（Department of Shinshu Junior College, Saku University.）
Abstract:The purpose of this paper is to consider one of the functions of education, which can break the chain of poverty. Japanese 
society had succeeded to use education in order to stop children from inheriting poverty from generation to generation since the 
Meiji era. However, when the socioeconomic disparity spreads recently, it seems that we cannot stop break the chain of poverty. In 
this paper, I would like to focus on the night high school near Tokyo as an example of education system in Japan. If we knew the 
change of the night high school role, we would be a step closer to break the chain of poverty.
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2008 年 5 月には『週間東洋経済』が、「子ども格差」と
題する特集を組んだ（東洋経済新報社、2008 年 5 月 17
日号）。そして、8月には『週刊ダイヤモンド』におい
ても「格差世襲」という特集が組まれた（ダイヤモンド































































































































































































3,209 校を頂点に 1965（昭和 40）年には 2,197 校にまで
減少している。維持期の定時制高校は、…若年層である
高校進学率 大学進学率
1950（昭和 25） 42.5％ 不明
1960（昭和 35） 57.7% 10.3%
1970（昭和 45） 82.1% 28.6%
1980（昭和 55） 94.2% 37.4%
1990（平成 2） 94.4% 36.6%
















〔1966（昭和 41）年～ 1975（昭和 50）年〕
　北大の研究グループは、『全国定通教育五十周年記念





















1954（昭和 29）年から 1975（昭和 50）年まで続いた。
この集団就職列車が運行していた 1975 年までを私は第
3期として見ていきたい。
　10 年前の昭和 38 年度の会員名簿と比較すると、在籍
生徒数は 10 年前とほぼ同数であるが、女子生徒数が 50
％増加している。さらに細部で以下の変化が見られる。



















































































保が困難となり 2001（平成 13）年には 101 校、更に現
在は 55 校にまで廃校ないしは統合再編されてきた。ま















































































































究所報』17、1993 年 p52 ～ 53
（8）  西村貴之「いま、定時制高校は青年にとってどん

















男 15～ 24歳 23.6% 41.6%
男 25～ 34歳 2.9% 13.2%
女 15～ 24歳 28.4% 50.0%
女 25～ 34歳 26.6％ 41.4%




（16） 学校教育法第 46 条においては、「高等学校の修業
年限は、全日制の課程については 3年とし、定時
制課程・通信制課程については 3年以上とする。」
とされ、修業年限弾力化が図られている。定時制
高校が量的縮小と質的変容の歴史を辿る中で、
1988 年文部省通達により、「定時制課程の修業年
限を 3年とすることについて、生徒の勤労形態の
変化や履修形態の弾力化の情況などによる今日の
学校の実態に鑑み、特段の支障なく 3年間で卒業
に必要な単位を履修できるものについては、3年
でも卒業できる」とされた。
（17） 経済的に余裕のある課程の生徒は、中学時代に家
庭教師を雇ってもらい人気のパレットスクールに
進学することができる。もう一つの選択肢として
は、規制緩和によって 2000 年以降に多数設立され
た私立の「サポート校」とよばれる通信制高校に
入学することである。そこに通学すれば、全日制
高校に入学したのと同様の生活時間帯で高校生活
を過ごすことができる。ただし年間授業料は 100
万円を超える場合が多い。このどちらにも行けな
い不登校生が、定時制に集まってくるのである。
（18） 編著者　宮本みち子・小杉礼子『二極化する若者
と自立支援』明石書店 2011　P107
